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宇宙関連企業から見た教育機関への期待
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宇宙開発利用事業の特質
・一般的な大量量産工業製品と異なり、一品一様のカスタムメイド
・開発対象が大規模システム
・軽量化・高性能化などの製品の差別化のために最新技術を多用
・マーケットは世界であり、グローバルな競争

企業から見た教育機関への期待
(1)事業継続のための技術者の供給

a)製品の競争優位性確保＝コアコンピタンス技術革新・最新化のためのエンジニア
b)新製品の開発＝設計・開発・生産技術のエンジニア

(2)新興国を中心とした宇宙開発利用分野の人材育成
a)将来の宇宙開発利用分野のコアメンバーから日本の宇宙技術のへ親近感獲得
b)グローバルな人脈形成
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事業継続のための技術者の供給



Copyright © 2013 IHI Corporation All Rights Reserved.

『I型人材』の需要
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製造業における『I型人材』の需要
・スペシャリスト型＝コアコンピタンスの技術開発分野
・技術系新入社員の10~20%程度の需要
・この分野では、大学等との共同研究を実施 → 候補者あり
・大学の単一研究室での教育では、I型人材比率が高い

大学側の供給と企業側の需要のミスマッチ
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『T型人材』の需要

5

熱
力
学

材
料
力
学

流
体
力
学

機
械
力
学

軌
道
力
学

推
進
工
学

電
子
工
学

制
御
工
学

S
W
工
学

T型人材

製造業における『T型人材』の需要
・ジェネラリスト型＝I部分がキーとなる製品の設計・開発、生産技術分野
・技術系新入社員の80%程度の需要
・カバーできる分野が広いほど即戦力、かつ、有能
・かつては、ISAS/NASDAにおいても小規模PJが多くあり、

入社後鍛えるチャンスも多かったが、最近は少ない
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『櫛型人材』の需要
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製造業における『櫛型人材』の需要
・チーフエンジニア型＝システムの開発責任者
・T型人材が開発経験を積重ねることにより、Iの分野が増加する
・学生時代にシステム開発（ものづくり）の経験者は、企業側需要が高い

例えば、ロボコン、学生衛星、CAN-SAT、ハイブリッドロケットなど
・ただし、プロジェクトの中心で、新技術（先輩のマネではない）への挑戦
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かつて、経験したこと（宇宙科学研究所：学際講座）【1/2】
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軌道のXXXが分
からないな！

システム概念
設計報告書
（技術課題の
抽出・解決案）

学生による設計会議

みんなでス
ペースプレーン

を作ろう！

M先生に
聞きに行

こう

M先生

この本を
読みなさ

い！

学生による設計会議

僕がこの解析プ
ログラムを作ろう

学生による設計会議

大型計算機

スペースプレーン
概念設計完了

N先生
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N先生

かつて、経験したこと（宇宙科学研究所：学際講座）【2/2】

やりなさい！
お金は用意し
ます

技術課題解決のた
めに『サブスケール
機の滑空試験』がし
たい

学生による設計会議

ここは安
全上問題
だな！

経験豊富なY
技官に相談し

てみよう

Y技官

試験計画書

設計はこう変更した
ほうがいい、試験も
手伝ってあげよう

学生による設計会議

滑空試験計画書
が完成

助手・技官に支援の下、
フィールド試験の実施

学生による設計会議

試験結果
の評価は

こうだ

よし、システム設計
に反映しよう
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現在の仕事に役立つ学生時代の経験
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宇宙科学研究所の環境
・教えてくれない先生
・ロケットや衛星を飛ばすためのすべての技術と、その専門家である諸先生方
・経験豊富な技官集団
・『雑居房』的な学生居室 → 学生集団で各種システム設計や試験が可能

役立つ経験
・自分（達）で、自ら考えること
・グループで仕事（＝研究）すること
・多種多様の宇宙システム検討経験
・科学的思考プロセスの教育

システム分析 → 仮説 → 検証 → フィードバック の一連のプロセス
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新興国を中心とした宇宙開発利用分野の人材育成
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我が国の宇宙産業界が期待されること

宇宙産業が国内の政府需要に過度に依存する現状から、アジアを初めとする新興国への展開、
防災面における国際連携など世界的ニーズを視野に入れたものにならなければならない
【宇宙基本計画、序文からの抜粋】

新興国への宇宙インフラの売込み活動の実施するが、しかし、実際ハードルは高い

その原因として、新興国エンジニアは宇宙技術教育をアメリカや旧宗主国で受けるために、
①日本の宇宙技術のレピュテーションが低い
②宇宙のコア人材との人間関係が乏しい
ことが挙げられる

Virtual INstitute of Space Technologies（VINST-J）を設立

日本国内で、新興国の若い技術者教育を実施することにより、
①日本の宇宙技術力への親近感・信頼感の獲得
②将来の新興国の宇宙コアメンバーと我が国のアカデミア/産業界の人脈の構築

新興国からの留学生の受け入れに対する政府支援を強化するとともに、大学レベルでの超小型
衛星開発事業や国際宇宙ステーション計画などの我が国宇宙開発利用プロジェクトの実施を通じ、
新興国の人材育成に貢献する 【宇宙基本計画、３章からの抜粋】

合致
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VINST-J カリキュラム（案）

講義＋
(会社見学) 試験

ミッション
立案

衛星製作 打上げ
衛星運用
＠母国

・CUBE-SAT（１U)
標準バスのキット

・ミッション機器とS/W
は自作

軌道工学：A大学X先生
構造力学：B大学Y先生
電子工学：C大学Z先生

・
・ D大学 E大学

J-POD

ISS小型衛星放出機構

簡易地上局＋GSN

12
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新興国へのシステマティックな宇宙教育プログラム(案）

CAN-SAT
地区大会

CAN-SAT
世界大会
@日本

CUBE-SAT
実践教育

＠VINST-J

NANO-SAT
実践教育

＠UNIFORM

宇宙インフラ
パッケージ
輸出（ODA)

目的：新興国の宇宙エンジニア教育による
日本の宇宙技術の親近感獲得と人間関係構築

目的：新興国の宇宙利用キャパビルと
マーケット開拓

・重量：1kg
・サイズ：

350ml缶サイズ
・世界５０ヶ国

CAN-SAT フライ
バックコンペティ
ション世界大会
・１０カ国/年程度

・重量：1kg級
・サイズ：

10*10*10 cm
・３カ国/年程度

・重量：50kg級
・サイズ：

50+50*50 cm
・１チーム/２年程度

・重量：500kg級
・サイズ：

2.0*2.0*2.0 m級

実用衛星

２０年の時間的視野を持った、システマティックな教育プログラムを！
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私的な提言
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（１）宇宙科学研究所等の高度な教育機関で、『T型エ
ンジニアを輩出する』ことを目的として、学生中心の小
規模プロジェクトの数を増せないか？

（２）大学宇宙工学コンソーシアム(UNISEC)等の活動
を参考として、恒常的な形で、新興国の宇宙開発利用
のエンジニアの教育プログラムを実現できないか？




